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研究要旨 

 糖尿病性腎症重症化予防プログラムに 96 自治体が参加し、現在実証を行っている。参加自治体

の活動を支援するため各自治体代表者が参加するワークショップが開催され、プログラム実施にお

ける問題点を共有するとともに課題解決に務めた。また、地域医師会員および基幹病院の支援を得

るため、愛知県内各所において本研究の紹介および研究成果について講演を行った。愛知県版糖尿

病性腎症重症化プログラムの立案に参画し、地域における連携体制の確立に努めた。 

 

 

A．研究目的 

全国 96 自治体が参加する糖尿病性腎症重症

化予防プログラムの実証支援を行い、同プログ

ラムの検証を遂行するとともに、平成 28 年度

事業の結果について検討を行い、平成 30 年度

事業の評価方法について検討する。 

分担者が活動する愛知県を中心に、地域医師

会員及び基幹病院医師に対して講演会等を通

じて糖尿病性腎症重症化予防プログラムを紹

介するとともに研究成果を伝え、地域における

連携体制構築を支援する。参加自治体代表者を

集めたワークショップを開催し、プログラムを

実際に遂行する上で問題となる点について情

報共有するとともに、その解決にむけて意見交

換を行う。愛知県版プログラム立案に参画し、

愛知県における同プログラム普及に助力する。 

 

C.研究結果 

名古屋市および知多半島地区の医師会が主

催する講演会に演者として参加し、糖尿病性腎

症重症化予防の意義および具体的な方法につ

いて講演を行った。参加医師とともに尿アルブ

ミンの測定が病期の把握に重要であること、コ

ンセンサスが得られている生活習慣への介入、

薬物治療などの方法について講演を行い、糖尿

病性腎症重症化予防プログラムに関心を持っ

ていただいた。 

研究への参加を検討している自治体代表者

に対し平成 30 年 8 月 1 日に説明会が開催され

た。平成 28 年度事業を実施した際に課題とさ

れたデータ収集の煩雑さを解消し、参加自治体

の事業立案、分析に役立てられるように研究班

が準備した支援アプリケーションソフトにつ

いて紹介された。参加者からは支援ソフトの利

用に際して想定される問題点について意見を

収集し、本格運用にむけ有用な情報を得ること

ができた。平成 31 年 1 月 15 日にワークショッ

プを開催し、指導医との連携および個別保険指

導に役立てられるツールとして研究班が開発

中のカンファレンスシートを紹介し、利用者の

立場から使い勝手を向上させる貴重な意見を

収集した。また、事業評価をより簡便に実施し

易くすることによりより適切な事業計画の立

案が可能となることを目的として事業評価サ

マリーシートを提案し、利用者の立場からみた

意見を収集した。 

 



愛知県担当者とともに愛知県版プログラム

の立案に参画した。愛知県版プログラムの作成

にあたり、かかりつけ医が容易に専門医に相談

できる体制を地域で構築することに重点を置

き、協力の得られた糖尿病および腎臓病専門医

の所属する医療機関名簿（愛知県糖尿病性腎症

重症化予防プログラム推進医療機関名簿）を作

成し公表した。 

 

D．考察 

 本研究遂行には参加自治体の多大な協力、お

よびかかりつけ医である医師会員、基幹病院専

門医相互の連携体制の構築が重要である。ワー

クショップにより現場の課題を収集するとと

もに研究班員が中心となり多方面に働きかけ

ることにより、これまでのところ本研究は円滑

に遂行出来ている。一方でデータ収集において、

その手順がとても煩雑であることが課題とさ

れたため、その一助となるアプリケーションソ

フトを研究班にて開発中である。データの回収

率を上げるとともに参加自治体の事業評価が

適正に実施されることにより、より効果的な重

症化予防が実現できると考えられた。 

 

E．結論 

糖尿病性腎症重症化予防事業を実施する体

制の確立についてはある程度成果を挙げてい

る。一方で協力自治体のデータ収集及び事業評

価について、開発中のアプリケーションソフト

が寄与できることを期待したい。 
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